
第2学年国語科学習指導案  
日 時 平成18年7月3日（月）第2佼時  

対 象 男9名 女7名 計16名  

指尊者 中谷 江利子  

1教材名  「分かったことを伝えよう」 学図2年上巻  

2 教材について  

（1）学習指導要領との関連  

【読むこと】   

ア 易しい読み物に興味をもち，読むこと。   

イ 時間的な順序，事柄の順序などを考えながら内容の大体を読むこと。  

【貴くこと】   

ア 相手や目的を考えながら，書くこと。   

イ 書こうとする題材に必要な事柄を集めること。   

ウ 事柄の順序を考えながら，語と語や文と文との続き方に注意して書くこと。  

（2）教材の内容   

教材観・指導観  

児童は，説明的な文章などを読むと，内容について疑問を持つことが多い。その疑   

問をそのままにしないで，自分に必要な情報を探しながら目的を持って本を読むこと   

は，読書の幅を広げ，楽しんで統幕しようとする態度につながる。  

この学習材は，前単元の説明文「ほたるの一生」の学習を通して出てくる，もっと   

詳しく知りたい，もっと広く調べたいという児童の意欲のもとに展開できるものであ   

る。情報活用に関わる言語活動の初歩段階として，図書室を利用してみること，さら   

に本を探して読むことにより，疑置＝こ思ったことが解決できたり，もっと詳しく知る   

ことができたりという読書経験をさせることができる。  

具体的な活動手順は次のように示されている。  

1 知りたいことはなんですか．、  

2 図書室へ行って本を探して読みましょう。  

3 読んで分かったことをみんなに伝えましょう。   

1は，「ほたるの－一生」を読んで，不思議に思ったことやもっと知りたいと思った   

ことを発表させる活動である。  

2は，1の疑問を解決するために，図書室を利用させる活動である。児童は読審の   

時間を設定して図書室に行っても，なかなか本を選べないこともあるが，おもしろそ   

うな本を選ぶこと自体が読書意欲を高めるきっかけとなる。  

3は，調べて分かったことを発表し合う活動である。教科書では取り上げていない   

が，調べて分かったことを文に書く活動もさせたい。「ほたるの一生」と比べながら   

読ませることで読み取りの観点を明確にさせ，「ほたるの一生」と比べながら書かせ  
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ることで時間の順序に気をつけて書かせたい。また，聞き手は大事なことを落とさな  

いように聞くことができるように指導したい。  

3 目標  

（1）調べたいことなどに関係のある資料を探して調べることができる。 【読むこと】  

（2）時間的順序・事柄の順序をとらえながら読むことができる。  【読むこと】  

（3）書くために必要な事柄を選び，順序をとらえながら，生き物の成長過程を文章に書  

くことができる。  【書くこと】  

4 児童の実態  

1年生3学期から家庭学習の一つとして日記を書かせてきた。初めは2，3行しか   

書けなかった児童がほとんどであったが，だんだん長文が書けるようになり，今では   

1ページ，2ページと書ける児童が増えてきた。そんな本学級の児童に以下のような  

アンケートを実施してみた。  

1 日記を書くのが好きですか。  

とても好き…12人  ふつう・‥3人  嫌い‥・1人  

2 日記を書くことができますか。  

よく書ける… 8人  妻ける…7人  事けない…1人  

3 読む人にわかるように工夫して（例 様子がわかるように）書いていますか。  

よく工夫‥・2人  やや工夫…8人  工夫していない・・■6人  

4 書いた後に読み返して，間違いがあったら直していますか。  

必ず直す…5人  時々直す…7人  直さない…4人   

日記を書くのが好きと答えた児童が多かった。継続的に取り組んでいるうちに日記  

のおもしろさがわかってきたのであろう。1と2を関係づけて考えると，とても好き  

と答えた児童は長い文章が書けるようになった児童が多かった。逆に，嫌いと答えた  

児童は文がなかなか書けない児童であった。3や4は，1や2に比べれば達成率は低  

いが，全く意識していないわけではないらしい。しかし．書かれた作品を見ると，今  

一歩である。低学年であるので内容の工夫が足りないのは仕方がないが，助詞や促音  

脱字など誤った表由が目立つことはとても気にかかる。以上から総合的に考えると，  

児童は書きたいという意識はあってもどのように書いたらいいのか，工夫すればいい  

のかわからないのではないかと思われる。  

5 校内研との関わり   

研究主題  

「伝え合う力」を育む国語科学習指導法の研究   

相手を意識して書く活動を取り入れた国語科学習指導法の研究  

研究目標  

国語科の学習において，伝え合う力を育むためには，相手を意識した書く活動を  

工夫することが有効であることを実践的に明らかにする。  

研究仮説  
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提案仮説  

（仮説1について）   

番く時間（機会）を確保し，互いの作品について助言し合ったり，よさを認め合った   

りする場を設けることで，工夫の仕方が分かり，表現力が高まる。  

（仮説2について）   

モデルとなる教材文を提示し，自分が番こうとする内容と比較させることで，番くた   

めの観点が明確になり，作文が番きやすくなる。  

6 指導計画（9時間）  

時   指導内容   目標   ◇評価  ◆留意点   

ロ  「ほたるの一生」を使っ  説明文の書き方を調べよ  ◆「ほたるの一生」の全文  

て、筆者の論の展開の仕  う。   を書いたプリントを用意  

方（問題提起→成長過程  して，段落と段落を比べ  

→まとめ）をとらえさせ  ながらとらえさせる。  

たり，どんな内容につい  ◇筆者の論の展開の仕方や  

て書かれてあるかを確認  どんな内容について番い  

させる。  てあるかが分かる。   

【読むこと】   

2  どんな生き物の一生につ  他の生き物の一生について  ◆ほたると似た成長過程を  

いて調べるかを決めさせ  調べよう。   たどる生き物の方が説明  

図書室で本を探させる。  （本を見つけよう）   文を書きやすい。卵から  

成長していく生き物を選  

ばせる。  

◆ほしい本が図書室にない  

場合は教師が資料を探し  

て用意するゎ   
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◇調べたい生き物を決めて  

本を探している。  

【関心・意欲・態度】   

3  

■  選んだ者同士で班をつく  

4   

にまとめさせたりする。  ◆読み取り能力の低い児童  

もいるし，内容が難しい  

資料もあるので，児童の  

理解度に応じて支援する。  

◆自力で読み取りができる  

児童には説明文を書くた  

めに必要な情報を表にま  

とめさせたり，読み取れ  

ない児童に助言したりさ  

せる。  

◇説明文を書くために必要  

な情報を集めている。  

【読むこと】   

5  「ほたるの一一生」の説明  他の生き物の一生について  ◆1つの生き物を例に全体   

本  文や前時までに集めた情  調べよう。   で書き方を考えさせてか   

時  報をもとに，中の部分  （「00の一生」の説明文  ら個人で書かせる。  

（卵）について書かせる。  を書こう～卵について～）  ◆番いた作品を読み合わせ  

る。  

◇自分が選んだ生き物の卵  

の様子が分かるように蕃  

いている。  

【書くこと】  

◇作品についてよさを見つ  

けたり，助言したりする。  

【関心・意欲・態度】   

6  「ほたるの岬生」の説明  他の生き物の一生について  ◆書いた作品を読み合わせ  

文やこれまでに集めた情  調べよう。   る。  

報をもとに，中の部分（卵  （「00の一生」の説明文  ◇卵以降の成長過程を順序  

以降）について書かせる。  を書こう～おとなになるま  をとらえながら番いてい  

で～）   る。  

【書くこと】  

◇作品についてよさを見つ  

けたり，助言したりする。  

【関心・意欲・態度】   
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7  自分が選んだ生き物の行  他の生き物の一生について  ◆書いた作品を読み合わせ  

動の特徴を考えて，はじ  調べよう。   る。  

めと終わりの部分を書か  （「00の一生」の説明文  ◇生き物の行動の特徴を考  

せる   を書こう～書き出しとまと  えて書いている。  

めを番こう～）   【書くこと】  

◇作品についてよさを見つ  

けたり，助言したりする。  

【関心・意欲・態度】   

8  5～7時までの作品を読  「00の血生」を読み返し  ◆番いた作品を読み合わせ  

み返し，表記上の誤りや  て清書しよう。   る。  

内容の工夫などを検討さ  ◇文章を読み返し，間違い  

せ，－「一・つの作品にまとめ  を直しながら晴香してい  

る。  る。  【書くこと】   

9  互いの作品を読み合い，  「00の一生」発表会をし  ◆聞き取りの観点を示す。  

よさを見つけさせる。   よう。   ◇作品のよさを見つけてい  

る。  

【関心・意欲・態度】   

7 本時の活動（5／9）  

（1）本時の目標   

①教材文「ほたるの一生」と比べながら．自分が選んだ生き物の卵の様子がわかるよ  

うに書く。  【番くこと】   

②作品について助言したりトよさを見つけたりしようとする。【関心・意欲・態度】  

（2）展開  

教師の発問と働きかけ  学習活動  指導上の留意点⑳・  

○発間 ◎主発間  ○予想される児竜の反応  評価⑳と方法   

1本時の学習課題を捏  

ノ   示する。  

○今日の課題を読みまし   ○裸盾を読む。  ㊨書きたい生き物ごとに  

よう。  班をつくって座る。  

「ほたるの一生」の書き方を手本にしながら，  ㊨成長過程のうち，本時  

「00の一生」のせつ明文をともだちにも分か  は卵についてだけ書か  

るように書こう。  せる。  

展  

開   
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O「アゲハの・一生（卵）」   

の説明文を書こうと思   

います。どんなふうに   

書けばいいのでしょう。  

07月でなくて4月  

○水辺のこけでなくてみ   

かんの薬の裏  

○大きさは1～2ミリ  

○数は100個  

○黄色で透き通っている  

⑳「ほたるの一生」の紙   

板書とアゲハの卵の写   

真・特徴メモを掲示   

し，比べながら考えさ   

せる。児童の発表をも   

とにアゲハの説明文を   

黒板に作っていく。  

㊨板書を振り返りながら   

答えさせる。  

◎どんなことを書けばい   

いのでしょう。  

○時（いつ）  

○場所（どこに）  

○様子（どんな）  

3 一人一人に説明文を   

書かせる。  

◎時・場所・様子が分か   

るように，「ほたるの   

一生」を手本にしなが   

ら，自分の好きな生き   

物の説明文を書いてみ   

ましょう。  

○ほたるの一生の説明文   

と生き物の一生の資料   

を照合しながら，番い   

ていく。  

09月ごろかぶとむしは   

ふよう土の中に3ミリ   

ぐらいのたまごをうみ   

ます。1ぴきのめすが   

うむたまごの数は20   

こから30こです。…  

08月ごろ，せみはかれ   

えだの中にさんらんか   

んであなをあけてたま   

ごをうみますn  

⑳ほたるの－一生が併記さ   

れた作文用紙と前時ま   

でに使った図鑑のコピ   

ー資料などを使う。解   

説文の読み取りが難し   

いと予想される児童に   

は資料の大事な箇所に   

教師がチェックしてお   

く。机間指導時もつま   

ずきがないか目をかけ   

る。また，視覚的な情   

報も得られるように各   

班に図鑑を用意し，必   

要に応じて活用させ   

る。  

⑳書き終わったら間違い   

がないか読ませる。  

⑳卵を産む時や場所，様   

子が分かるように必要   

な事柄を選んで書いて   

いるn 【書くこと】  

＊児童が選んだ生き物   

カブトムシ 5人   

バッタ  2人   

スズムシ   

セミ   

トンボ   

カタツムリ 2人   

ザリガニ   

カエル   

メダカ   

サケ  

4 班の中で作品を紹介   

し合う。  

○班の中で発表し合って   

よく分かるところを見   

つけたり，アドバイス  

○卵をいつ産むか分かる，  

○どこで産むか分かる。  

○卵の大きさが分からな  

⑳作品を聞く観点を確認   

してから行わせる。  

⑳作品について助言した   
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したりしましょう。  い。   り，よさを見つけたり  

○くっつきの「を」に直   している。  

せばいい。など  【関心・意欲・態度】  

5手直しをさせる。  

○アドバイスされたとこ               ○内容で書き足せる箇所   ⑳手直しの必要がない児  

ろを番きましょう。  は番いたり，誤字・脱  童は同じ班の遅れてい  

字を直したりする。  る児童にアドバイスさ  

せる。教師も支援する。  

開                          6全体で作品を紳介し  

合い，よさを見つけさ  

せる。  

○何人かの人に発表して         ○作品を読む。  ⑳時・場所はもちろんだ  

もらいます。写真と比  が，様子が詳しく寮け  

べながら分かりやすく  ている作品を紹介した  

書けているか聞いてく  い。  

ださい。  ⑳発表に合わせて卵の写  

真も提示し，様子が詳  

しく事けていることに  

気づかせる。  

○時・場所が分かる。                          ○どんなところが分かり  ⑳作品のよさを見つけて  

やすかったですか。   ○大きさや形・色も分か  発表している。  

る。  【関心・意欲・態度】   

○たとえも使っている。  

ま  

と  

め   ⑳時間があれば感想も番  

だちにも分かるように  かせたい。  

書くには？  

時やばしょ，ようすも入れて書けば分かりやす  

い。．  

8次時の予告をする。  

○次の時間は卵の統きか  

らおとなになるまでを  

書いてもらいます。  
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